
「ニセコリゾートの広域連携として目指すべき方向（姿）について」 
～ ニセコリゾートビジョンと「ニセコ倶知安リゾート協議会」の運営 ～ 

２００８年３月４日 
観光開発プロデューサー 原 重一 

 
はじめに 
   ＊世界一幸せの国“デンマーク 
   ＊国際化とファンドとコスモポリタン；都市、地域、住民、民族 
   ＊事実とコメント（批判、批評）と提言・提案 
   ＊３０００ｍの上空から俯瞰すると…；見えないものが見えてくる 
 
１、「ビジョン」がビジョンとして「真の共有目標像」になるために 

＊縦割り行政とショットガン方式と百花繚乱 
   ＊「ビジョン」が「ビジョン」として機能するために 
 
２、広域型観光活動組織「ニセコ倶知安リゾート協議会」の運営 
   ＊総論を議論・検討、提言・提案できるか 
   ＊既存諸組織との関連 
 
３、「観光まちづくり」―「観光地づくり」と「まちづくり」 
   ＊来訪する観光客、リゾート客の満足 
   ＊１６０００人＋５０００人＋αの住民の幸せ 
   ＊健全な観光・リゾート事業者、経営者の育成 
 
４、ビジョンと組織の目標 
   ＊要になる事業内容と事務局長と資金 
 
５、当面の大事な三つの仕事 
   ＊ビジョンを判り易く具体化する構想計画の策定 
   ＊観光プロモーションの立案と促進 
   ＊観光・リゾート人材養成塾の準備と開塾；Ａ級の「専門家」「プロ」を育てる 
 
おわりに 
   ＊情報過多と消化不良 
   ＊ニセコ・羊蹄山麓地域観光・リゾート再生のためのビジョンと構想 
   ＊観光・リゾート事業でニセコ羊蹄山麓地域に２１世紀型の国際都市を開発・建設 

しよう！ 


